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GERO CITY assembly

予
算
特
別
委
員
会

　

３
月
14
日
、
15
日
、
16
日
、
19
日
の

４
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
、
９

特
別
会
計
予
算
、
３
企
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。
な
お
一
般
会
計
予

算
は
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

事
業
や
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
、
庁
舎
・
振
興
事
務
所
整
備
事
業
、

飛
騨
御
嶽
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア

整
備
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が
大
き
く

影
響
し
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
算
編
成
方
針
】

Q　

各
部
局
の
予
算
要
求
額
と
、
新
年

度
予
算
と
し
て
示
さ
れ
た
予
算
額
の
間

に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
差
が
あ
っ
た
の

か
。

A　

今
回
か
ら
予
算
編
成
方
針
を
見
直

し
ま
し
た
。
一
般
財
源
が
ど
れ
だ
け
あ

る
か
と
言
う
部
分
に
着
目
し
、
一
般
財

源
約
１
４
５
億
の
う
ち
人
件
費
や
公
債

費
に
60
億
円
、
経
常
的
や
継
続
的
な
事

業
に
68
億
を
配
分
し
ま
し
た
。
残
り
の

17
億
円
を
政
策
的
に
使
え
る
財
源
と
し

て
各
部
局
に
配
分
し
予
算
を
組
ん
い
ま

す
。
各
部
局
か
ら
の
要
求
方
式
を
査
定

す
る
形
か
ら
、
自
主
査
定
方
式
へ
と
変

更
し
ま
し
た
。

【
市
長
裁
量
枠
重
点
実
施
事
業
】

Q　

新
し
く
市
長
裁
量
枠
の
予
算
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
新
規
事
業
が
15
、
継

続
事
業
が
６
、
拡
充
事
業
が
６
、
合
計

27
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
裁
量
枠

に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

A　

市
長
裁
量
枠
と
し
て
総
枠
５
億

８
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
長
就
任
時
に
掲
げ
た
私
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
「
高
齢
者
と
子
育
て
世
代
に
向
け

た
福
祉
政
策
の
強
化
」
な
ど
、
６
項
目

を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

予
算
全
て
が
市
長
権
限
と
思
わ
れ

る
が
、
な
ぜ
市
長
裁
量
枠
と
し
て
新
た

に
設
け
た
の
か
。

A　

全
て
の
事
業
に
予
算
が
必
要
で

す
。
し
か
し
特
に
重
点
的
に
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
推
進
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認

め
た
事
業
を
、
市
長
裁
量
枠
と
命
名
し

推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

【
東
京
事
務
所
開
設
】

Q　

新
規
事
業
と
し
て
東
京
事
務
所
を

開
設
す
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
市
長
の

考
え
は
。

A　

日
本
で
も
一
番
の
市
場
で
あ
る
首

都
圏
に
お
い
て
下
呂
市
も
し
っ
か
り
情

報
を
得
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
第
２
次

総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
下

呂
市
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
移
住
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
宿
日
直
業
務
】

Q　

29
年
度
か
ら
宿
日
直
業
務
が
一
本

化
と
な
り
、
２
人
体
制
で
下
呂
庁
舎
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
５
振
興
事
務
所
で

の
体
制
と
比
べ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A　

電
話
は
全
て
転
送
で
下
呂
庁
舎
に

入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戸
籍
な

ど
現
地
対
応
が
必
要
な
も
の
は
従
前
と

同
じ
よ
う
に
、
職
員
が
現
地
に
出
向
い

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

【
Ｆ
Ｃ
岐
阜
支
援
事
業
】

Q　

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
支
援
事
業
と
し
て
負

担
し
て
い
る
50
万
円
の
事
業
効
果
は
。

A　

市
内
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
実
施

し
た
場
合
、
Ｆ
Ｃ
岐
阜
か
ら
ス
タ
ッ
フ

を
派
遣
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
に
は
、
下
呂
市
民

５
０
０
人
が
無
料
で
観
戦
で
き
ま
す
。

（
申
込
必
要
）

一 般 会 計
特別会計（9会計）
企業会計（3会計）

（対前年比 3.5％増）

（対前年比 9.3％減）

（対前年比 0.0％）

239億 9,000 万円
116億 3,873 万円
22億 6,899 万円

総 額 を可決378億 9,772 万円

平成30年度一般会計予算は合併後最大規模

市長裁量枠の事業として実施する御嶽パノラマ
グラウンドのトラックタータン張り替え
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【
消
防
団
員
】

Q　

30
年
度
の
消
防
団
員
は
全
体
で
14

人
減
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
方
針
は
。

A　

人
口
減
少
に
合
わ
せ
団
員
減
少
は

や
む
を
得
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。
平

成
32
年
度
ま
で
に
地
域
と
よ
く
相
談
を

し
な
が
ら
組
織
の
再
編
を
し
ま
す
。

【
老
人
等
緊
急
通
報
装
置
】

Q　

一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
貸
与
し
て

い
る
緊
急
通
報
装
置
の
、
個
人
負
担
が

増
え
る
の
か
。

A　

通
報
先
と
な
る
消
防
本
部
の
機

器
保
守
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
通
報

先
を
民
間
事
業
者
に
変
更
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
月
に
一
度
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
声
か
け
を
兼
ね
た
機
器

の
点
検
や
、
セ
ン
タ
ー
側
に
医
師
や
看

護
師
が
常
駐
し
、
体
調
不
良
の
時
な
ど

に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
で
個
人
負
担
が
１
０
０
円
か
ら

９
０
０
円
に
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
障
が
い
児
等
交
通
費
助
成
事
業
】

Q　

先
天
性
難
聴
児
の
交
通
費
助
成
は
、

一
人
当
た
り
い
く
ら
を
助
成
す
る
の
か
。

A　

距
離
と
回
数
に
応
じ
補
助
し
ま
す
。

90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
１
０
０
０
円

が
上
限
と
な
り
ま
す
が
、
月
額
の
上
限

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

【
移
動
販
売
支
援
事
業
】

Q　

移
動
販
売
車
で
行
う
販
売
事
業
に

助
成
す
る
よ
う
だ
が
、
販
売
エ
リ
ア
は

下
呂
市
全
域
が
対
象
か
。

A　

下
呂
市
全
域
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
増
加
す
る
買
い
物
困
難
者
に

対
応
す
る
具
体
策
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

【
結
婚
支
援
事
業
】

Q　

結
婚
支
援
活
動
を
行
う
市
民
団
体

が
、
年
間
を
通
し
何
回
で
も
補
助
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
柔
軟
に
し
て
ほ
し
い
。

A　

今
後
１
年
間
に
２
度
補
助
す
る
事

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

Q　

人
口
減
少
で
世
帯
が
減
っ
て
い
く

中
、
管
理
経
費
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
料
金
ア
ッ
プ
が
必
要
な
の
で
は
。

A　

人
口
が
減
っ
て
も
管
理
費
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
努
力
し
て
加
入
率

を
増
や
し
ま
す
。
そ
の
後
料
金
改
定
も

お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老人等緊急通報装置

議員提案で「下呂市日本酒乾杯推進条例」を可決

下呂市日本酒乾杯推進条例
　  （目的）
第１条　この条例は、市内各所で行われる宴席において、日本酒による乾杯を推進することで日本

の伝統ある食文化と歴史を意識するとともに地域振興に寄与することを目的とする。

　（市の役割）
第２条　市は、日本酒による乾杯の習慣を広めることを積極的に取り組むよう努めるものとする。

　（事業者の役割）
第３条　市内で日本酒を製造し、販売し、又は提供する事業者（以下「事業者」という。）は、日

本酒の普及促進に取り組むよう努めるものとする。

　（市民の協力）
第４条　市民は、市及び事業者が行う日本酒による乾杯とその普及に関する取り

組みに協力するよう努めるものとする。

　（嗜好等への配慮）
第５条　市、事業者及び市民は、この条例の実施にあたっては、個人の嗜好及び

意思を尊重するよう配慮するものとする。

　平成29年12月定例会に議員提案で提出され継続審査となっていた、下呂市日本酒乾杯推進条例が３
月定例会で可決され、平成30年４月１日から施行となりました。この条例は日本酒による乾杯の習慣を
広め、市内のホテルや旅館をはじめとする、飲食業の活性化を図り地域振興に寄与するものです。
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３
月
12
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
20
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

『
下
呂
市
小
口
融
資
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』（
法
の
改
正

に
よ
り
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
連

帯
保
証
人
に
つ
い
て
緩
和
す
る
も
の
）

Q　

融
資
を
受
け
る
た
め
の
条
件
が
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
の
で
は
。

A　

こ
れ
ま
で
連
帯
保
証
人
を
求
め
て

い
た
と
こ
ろ
を
市
と
し
て
は
求
め
な
い

と
し
て
条
件
を
緩
和
し
て
い
ま
す
。
利

用
状
況
に
つ
い
て
昨
年
の
60
件
か
ら
29

年
度
は
80
件
を
超
え
て
お
り
、
融
資
は

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

『
下
呂
市
金
山
森
林
総
合
利
用
促
進
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
』

（
有
限
会
社
弓
掛
観
光
開
発
に
指
定
す

る
も
の
）

Q　

対
岸
に
渡
る
橋
が
通
行
で
き
な
い

こ
と
で
一
部
施
設
が
使
え
な
く
な
る
。

指
定
管
理
者
は
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

A　

弓
掛
観
光
開
発
は
前
向
き
に
考

え
、
使
え
な
く
な
る
施
設
分
を
そ
の
他

の
施
設
で
補
う
よ
う
に
や
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。
経
営
が
行
え
る
よ
う
、

市
も
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
13
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
33
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

『
下
呂
市
立
み
な
み
こ
ど
も
園
及
び

下
呂
市
立
き
た
こ
ど
も
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
』（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
サ
ン
・
は
ぎ
わ
ら
に
指
定
す

る
も
の
）

　

『
下
呂
市
立
か
な
や
ま
こ
ど
も
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
』（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
金
山
に

指
定
す
る
も
の
）

Q　

指
定
管
理
期
間
は
３
年
と
な
っ
て

い
る
が
、
安
定
的
な
運
営
と
将
来
設
計

を
見
据
え
、
も
う
少
し
長
い
指
定
管
理

期
間
と
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

A　

子
育
て
事
情
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
長
期
的
な
展
望
を
持
つ
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
期
間

３
年
と
し
て
了
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
育
料
無
償
化
の
話
も
あ
る
た
め
、
長

期
的
に
計
画
を
立
て
る
の
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

『
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て
』（
金
山
町

北
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
坂
下
ふ
れ
あ

い
館
、
四
美
多
目
的
集
会
施
設
、
中
川

原
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
を
地
元
区
に
譲
与

す
る
も
の
）

Q　

公
共
施
設
の
見
直
し
状
況
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
で
見
直
し
の
方
向

性
を
確
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
全
て

平
成
30
年
度
で
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

か
。
市
は
地
元
と
十
分
協
議
の
う
え
で

と
言
っ
て
い
る
が
、
あ
と
１
年
間
で
全

て
結
論
を
出
せ
る
の
か
。

A　

平
成
25
年
度
に
「
公
の
施
設
の
見

直
し
方
針
」
を
示
し
、
平
成
26
年
度
広

報
紙
で
紹
介
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で

も
答
え
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
は
見
直
し
を
完
了
す
る
と
説
明
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
事
情
も
あ
り
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度

は
各
施
設
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
固
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
３
月
９
日
】

◆
場
所　

下
呂
庁
舎
第
一
会
議
室

◆
内
容

　

下
呂
庁
舎
、
小
坂
・
馬
瀬
振
興
事
務

所
の
、
耐
震
補
強
工
事
の
進
捗
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
３
月
16
日
】

◆
場
所　

下
呂
庁
舎
第
一
会
議
室

◆
内
容

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
傍
聴

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
受
付
で
行
っ
て
い
た

「
住
所
、
氏
名
」
の
記
載
を
取
り
や
め
、

簡
素
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

庁
舎・振
興
事
務
所
整
備
、

 

旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
等

 

活
用
検
討
特
別
委
員
会

産
業
経
済

　
常
任
委
員
会

総
務
教
育
民
生

　
常
任
委
員
会

馬瀬中央公民館へ移転した
馬瀬振興事務所

議
会
改
革
特
別
委
員
会

落合区に譲与する中川原キャンプ場施設

委 員 会 報 告




